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シイタケ子実体のサイズと原木サイズとの関係について

八島武志・小谷二郎・角 正明

要旨:原木シイタケのうち、特に大型のものを「のとてまり」のブランド名で販売しているが、大型の子

実体を形成する上で原木のサイズが重要であると考え、直径 7cmから 24cm程度のコナラ原木 450本を用い

て、直径等を測定し、各原木ごとに発生した子実体の個数と重量を計測した。あわせて「のとてまり」の

発生数と原木サイズとの関係を比較した。結果、直径の大きな原木ほど「のとてまり」の発生割合が高い

傾向がみられた。また、カシノナガキクイムシの穿孔被害による変色が子実体発生に及ぼす影響を合わせ

て調査したが、材が変色した原木からもシイタケは発生したため、変色による影響は小さいと考えられた。
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I はじめに

石川県の北部に位置する奥能登地域では、厳冬

期に収穫される大型の生しいたけについて共選を

実施し、傘の直径 8cm以上、肉厚 3cm以上、巻き

込み 1cm以上の条件を満たすものを「のとてまり」

のブランドで出荷している(図 1) 0 iのとてま

り」は平成 23年 12月の初出荷以降、毎年初値を

更新しており、ブランドも認知されてきている。

図-1 rのとてまり」

「のとてまり」生産者からは、太い原木ほど「の

とてまり」が良く発生する、といった意見もあり、

基礎的研究に対する要望も多い(八島， 2012)。

本研究では原木の太さとしいたけ発生量、特に

「のとてまり」発生量との関係、を明らかにするこ

とを目的とする。

なお、通常植菌前の材を「原木」、植菌後の原木

を「ほだ木」と呼ぶが、ここではすべて「原木」

と呼ぶ。

E 調査地の概要および調査方法

1 調査地の概要

1 )調査地

石川県鳳珠郡能登町瑞穂にある農業試験場能登

駐在にて試験を実施した。様々な直径のコナラ原

木を 450本用意し、平成 26年 4月に菌興 115号の

形成菌を植菌し、敷地内に伏せこみした。 11月下

旬にビニールハウス内でほだ起こしを行った。植

菌及びその後の原木の管理は、菌興椎茸協同組合

の方法によった(菌興椎茸協同組合ホームページ，

2014) 

本県では、原木しいたけの最盛期は冬期間であ

り、降雪の影響を避けて収穫できるようビニール

ハウス内で発生させる方法は、露地栽培とあわせ

て奥能登地方では従来からよく行われている。加

温が目的ではないため、原木を搬入したハウスは

両サイド、天窓等開口部は聞けておき、ハウス内

にも寒冷紗をはって直射光が原木に当たらないよ

うに管理しており、今回の試験でも同様のハウス

管理を行った。

2 調査方法

1 )原木の毎木調査

原木は 1本毎にラベルを打ち、木口断面におい

て樹皮厚、辺材径、心材径、原木重量、植菌数を

測定した。また、ほだ起こし時と、平成 27年 3

月の収穫終了時にも原木重量の測定を実施した。

原木がハウス内に偏らないよう、 450本の原木を

ハウスの奥、中央、手前、左、中央、右の 9つの

グループに分けて配置した。

芽切り後、径 3cm程度に成長した時点で袋かけ

を実施した。
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2)収穫したしいたけの調査

しいたけは原木ごとに分けて収穫し、大型のも

のは 1個ずつ生重量及び個数を、小さなものは発

生個数及び、それらをまとめた生重量を測定した。

3) 力シノナガキクイムシ穿孔被害の影響調査

石川県では平成 9年ごろからカシノナガキクイ

ムシの侵入があり、奥能登地域でも 10数年前にコ

ナラ、ミズナラ等に多数の枯損被害が見られた。

当時カシノナガキクイムシの穿孔被害を受けた

ものの生き残り、成長を続けたものも、現在原木

用として伐採されている。

この生残木は、外見は健全木と差は無いが、伐

採したときに断面が黒褐色に変色しており(図-

2)、しいたけ生産者からは原木として使用できる

のか問い合わせが多い。このため、変色としいた

け発生量との関係も調査した。

原木を被害なし、変色が原木木口の一部分にし

かないものを「変色有り」、木口の大部分に広がっ

ているものを「変色大」と区分した。

通常原木と同様に植菌、伏せ込みして発生量を

調査した。

図-2 力シノナガキクイムシ穿孔による材の変色

上変色有り、下変色大

E 結果と考察

1および 2 原木直径等としいたけ発生個数、重

量の調査

2014年度の収穫は、2014年 10月 23日から 2015

年4月6日の聞に 6，103個(234kg)の収穫があり、

うち「のとてまり」の規格に達したものが 200個

あった。

45 

40 

，"， 35 

で30
畢 2S

議剖蹴 20 15 

10 

5 。
。 100 200 

原木直径(mm)

300 

図-3 原木直径と全発生数との関係
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図-4 原木直径と全発生重量との関係

原木直径と全発生個数及び全発生重量とのあい

だには弱い相聞がみられた(図-3、図-4)。

また、直径階ごとに「のとてまり」の発生した

原木の割合をグラフにしてみると(図 5)、太い

ものほど発生割合が高く、また、 1本の原木から

複数個発生しているものの割合も高い結果となっ

た。

「のとてまり」発生の有無と原木の様々な要素

とについて有意な差があるかどうか一元配置分散

分析を用いて検討 (α=0.05) した(表 1 )。直

径が太い方が、樹皮が厚い方が「のとてまり」の

発生がある傾向が見られた。
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一方で、、原木の表面積当たりの植菌数に差はみ

られなかったことから、植菌時の駒数に偏りは無

かったといえる。
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図-5 原木の直径階ごとの「のとてまり」
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表

一解

「のとてまり」発生の有無と各要素の関係

単位 てまり発生の有無 有意差 備考

発生 未発生

mm 145.0 124.2 直径

樹皮厚 mm 6.52 6.02 

有り 原木末口

有り 原木末口

有り 原木木口

有り 原木

無し

無し

有り

心材率 % 18.8 14.7 

辺材率 % 68.2 73.8 

駒数 個1m2 116.1 115.7 

収穫個数個/原木 14.1 13.3 

収穫重量 g/J京木 600.3 478.8 

各解析項目で、のとてまり発生の有無で一元配置分

散分析 (α=0目 05) を行った。

3 力シノナガキクイムシ穿孔被害木とシイタケ

発生個数、重量との関係調査

原木直径と変色との関係について、 Tukey-

Kramer法 (α=0.05 )による多重比較を行っ

たところ(JMP9. O. 2， 2010)、これらの聞には有

意な差が見られた(表-2)。

表-2 変色と原木直径との関係

変色 原木平均直径

大 178.3mm

有 144.7mm

無 110.0mm

変色とシイタケ発生個数、発生重量についても

Tukey-Kramer法 (α=0.05 )による多重比較

を行った(JMP9. O. 2， 2010) ところ、これらの聞

には有意な差が見られた(表 3、表 4)。

表-3 変色とシイタケ発生個数との関係

変色 しいたけ発生個数

大 17.5個

有 14.2個

無 12.0個

表-4 変色としいたけ発生重量との関係

しいたけ発生重量

696.4g 

560目 7g

444目 Og無

これらの結果から、変色の有無はシイタケの発

生量には影響していないと考えられる。

以上のことから、原木の直径が大きいほど「の

とてまり」の発生する割合は高く、シイタケ発生

量も多い傾向があると推察される。また、過去の

カシノナガキクイムシの穿孔被害による材の変色

は収穫に影響を与えないと思われる。

ただし、これらは、 1年目の結果に基づくもの

であり、原木の経年変化に伴い発生傾向に変化が

生じなし、か引き続き調査する必要がある。
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